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点
字
初
心
者
の
方
を
対
象
と

し
た
、
点
字
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
点
字
器
を
使
っ
て
、
実
際

に
点
字
を
打
つ
体
験
が
で
き
ま

す
。
初
歩
が
分
か
る
と
自
分
の

名
前
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
街
で
視
覚
障
害
の
あ

る
方
を
見
か
け
た
と
き
、
声
を

か
け
よ
う
か
迷
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
声
掛
け
や
手
引

き
の
方
法
と
い
っ
た
、
日
常
生

活
の
中
で
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
の

仕
方
な
ど
も
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時　

３
月
１
日
（
土
）、
８

日
（
土
）、
15
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　

（
千
本
北
大
路
下
る
西
側
）

対�

象　

点
字
や
視
覚
障
害
者
と

の
交
流
に
関
心
が
あ
り
、
原
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北
保
健
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
、
利
用
者
を
代
表
し
て

意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
く
運

営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
や
報
酬
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

２
人

任�

期　

２
年
（
４
月
１
日
～
平

成
28
年
３
月
31
日
）

応�

募
資
格　

次
の
①
～
④
全
て

　

こ
の
制
度
は
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
両
方
の
制
度
を
利
用

し
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
負
担
額
を
合
算
し
て
、
１
年

間
（
毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月

ま
で
）
に
掛
か
っ
た
負
担
額
の

う
ち
、
限
度
額
を
超
え
た
額
を

お
返
し
す
る
制
度
で
す
。

　

お
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
７

月
31
日
時
点
で
ご
加
入
さ
れ
て

い
た
医
療
保
険
・
介
護
保
険
そ

れ
ぞ
れ
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

平
成
25
年
中
の

　
　
　
　
　

災
害
状
況

◆
火
災

　

平
成
24
年
に
比
べ
て
、
市
全

体
、
区
内
と
も
に
火
災
件
数
は

減
少
し
た
も
の
の
、
区
内
で
１

名
の
方
が
お

亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。

※
カ
ッ
コ
内

は
平
成
24
年

比
の
増
減
数

　

市
内
の
火

災
原
因
で
は

放
火
が
一
番

多
く
、
た
ば

こ
、
た
き
火
、

天

ぷ

ら

鍋
、

を
満
た
す
方
。

　

①�

区
内
在
住
で
18
歳
以
上

　

②�

国
、地
方
公
共
団
体
の
議
員

や
常
勤
の
公
務
員
で
な
い

　

③
平
日
昼
間
に
出
席
可
能

　

④�

市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

２
つ
以
上
就
任
し
て
い
な
い

応
募
締
切　

２
月
28
日
（
金
）

問�
合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

管
理
担
当�

☎
432
‐
１
４
２
３

す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
ご
加

入
の
方
は
保
険
年
金
課
の
み
で

手
続
き
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
順
次
案
内
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

問�

合
せ　

市
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
者
：
保
険
年
金

課
保
険
給
付
・
年
金
担
当

�

☎
432
‐
１
２
７
３

　

�

介
護
保
険
：
福
祉
介
護
課
介

護
保
険
担
当

�

☎
432
‐
１
３
６
６

電
化
製
品
の
コ
ー
ド
、
暖
房
器

具
、
こ
ん
ろ
な
ど
の
順
番
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
比
べ

る
と
、
放
火
や
天
ぷ
ら
鍋
、
こ

ん
ろ
に
よ
る
火
災
が
減
少
し
、

た
ば
こ
、
た
き
火
が
原
因
の
火

災
が
増
加
し
ま
し
た
。

◆
自
然
災
害

　

平
成
25
年
は
、
台
風
が
日
本

に
多
く
接
近
し
、
特
に
９
月
16

日
の
台
風
18
号
で
は
、
北
区
で
も

強
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
浸
水

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

【
春
の
火
災
予
防
運
動
】

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
増
加
し
ま
す
。

３
月
１
日（
土
）～
７
日（
金
）

は
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
、
日
頃
か
ら

火
災
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ　

北
消
防
署
総
務
課

�

☎
491
‐
４
１
４
８

　

１
月
24
日
に
、
西
陣
杉
坂
線

の
バ
イ
パ
ス
道
路
（
京
見
峠
南

側
）
の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
路
線
は
、
北
区
山
間
地
域

に
と
っ
て
、
生
活
と
産
業
を
担

う
重
要
な
路
線
で
す
が
、
幅
員

が
狭
く
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
お

り
、
車
両
通
行
に
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
京
見
峠
の
南
側
の
開

通
で
、
車
両
通
行
の
円
滑
と
安

全
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

市
道
路
建
設
課

�

☎
222
‐
３
５
７
７
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北
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

区
民
公
募
委
員
を
募
集

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
申
請
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す

鷹峯小学校

至京見峠

主要地方道
西陣杉坂線

新設された
バイパス道路 西

陣
杉
坂
線
の

バ
イ
パ
ス
道
路

（
京
見
峠
南
側
）

が
開
通

 
　

日
本
で
自
殺
の
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
十

年
余
り
と
な
り
ま
す
。
世
界
的

に
見
れ
ば
依
然
と
し
て
日
本
は

自
殺
の
多
い
国
で
あ
り
、
毎
日

70
人
以
上
の
方
が
自
殺
で
亡
く

な
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
皆
さ
ん
の
周
り
で
、

最
近
口
数
が
減
っ
た
・
元
気
が

な
い
な
ど
、
心
配
な
方
が
い
た

ら
、
身
近
な
人
が
声
を
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
誰
か
に
話
を

聞
い
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
問

題
の
整
理
が
で
き
、
解
決
策
を

見
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
次
の
こ
と
を
心

が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①�

話
せ
る
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

②�

心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

③�

相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

否
定
せ
ず
に
耳
を
傾
け
ま

し
ょ
う
。

④�

悩
み
を
打
ち
開
け
ら
れ
た

ら
、「
つ
ら
か
っ
た
ね
」「
よ

く
話
し
て
く
れ
た
ね
」な
ど
、

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
言
葉

に
し
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

相
手
を
責
め
た
り
、
相
手
の

考
え
を
否
定
し
た
り
、
安
易
に

励
ま
し
た
り
し
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

必
要
で
あ
れ
ば
医
療
機
関
な

ど
へ
の
相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

相
談
先
に
迷
っ
た
場
合
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）

日
時　

毎
月
第
１
～
４
木
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所　

北
保
健
セ
ン
タ
ー

問�

合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

母
子
・
精
神
保
健
担
当

�

☎
432
‐
１
４
５
４

則
全
講
座
に
参
加
で
き
る
方

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料

申�

込
方
法　

２
月
25
日
（
火
）

必
着
。
は
が
き
、
Fax
ま
た
は

メ
ー
ル
で
、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、「
点
字

教
室
受
講
希
望
」
を
明
記
。

申�

込
・
問
合
せ　

北
区
社
会
福

祉
協
議
会�

〒
603-

８
１
４
３

　

北
区
小
山
上
総
町
３

�

☎
441
‐
１
９
０
０

Fax�

441
‐
８
９
４
１

メールinfo@kitaku-syakyo-ky

oto.jp

点字教室の様子

点
字
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
！

　近年、地域のつながりの希薄化などを原因とする、社会的孤立

が深刻な課題となっています。このため、地域のだれもが気軽に

立ち寄ることのできる「居場所」の取り組みが広がっています。

　このシンポジウムでは、さまざまな形で実施されている地域の

「居場所」の主催者から、日頃の様子や運営についてご報告いた

だきます。広く区民の皆さまが「居場所」について知っていただ

くとともに、ご利用または活動にご協力いただく、きっかけにな

ることを期待しています。

　ぜひ、お気軽にご参加ください。

日時　３月１日（土）�午後２時～３時40分�（受付　午後１時30分～）
場所　大谷大学１号館　1113教室
定員　200人　　申込　不要
問合せ　北区社会福祉協議会　☎441-1900

シンポジウム　
身近な地域でだれもが集うことのできる居場所
づくり ～社会的孤立を防ぐために～　開催！

市全体 北区内
火災件数 245件（－25）17件（－5）

火災による死者数 18人（＋3） １人（－2）

平成25年中の火災件数と死者数京都市北老人福祉センター
初心者のための教養教室　受講生募集！

受講料無料！（教材費は別途要）受講期間　４月から１年間
対象　市内在住で60歳以上の初心者の方
申込方法　ご本人が直接来所してお申し込みください。
　　　　　（定員を超過した場合は抽選）

申込期間　２月20日（木）～３月12日（水）

※その他同好会も参加者を募集中（２月20日(木) ～３月12日(水)受付)

※２月22日(土)に１教室・９同好会合同の「見学発表会」を開催

問�合せ　北老人福祉センター (京都市北合同福祉センター３階）
　※市バス「北大路堀川」または「大徳寺前」�下車　☎492-8845

教室 開　催　日　時 定員

①太極拳入門 第２・４金曜日��午後１時30分～３時 20人

②初心者のボールペン画 第４木曜日��午前10時～正午 20人


